
令和４年

２月２０日 日
松本市中央公民館（Ｍウイング）ほか３会場

主催　松本市 ・ 松本市教育委員会 ・ 松本市地域づくり研究連絡会
主管　未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い実行委員会

・会場定員を限定し、身体的距離を確保します。また、会場入口での検温や定期的な換気を行います。
・参加時はマスクの着用、手洗い、手指の消毒等をお願いします。
・発熱等の症状がある場合は、来場をご遠慮ください。
※新型コロナウイルスの感染拡大状況により、開催内容を変更、または中止する場合があります。

【当日の新型コロナウイルス感染症対策】

第37回公民館研究集会　
令和3年度地域づくり市民活動研究集会

基調講演・パネルディスカッション 多様性のなかの『学びと自治』 未来へつなぐ
私たちの
まちづくりの集い

　超少子高齢型人口減少社会、新型コロナウイルスの世界的流行、大規模な自然災害の発生に加え、デジタル化など
科学技術の急速な進展により、私たちは将来を見通すことが難しい時代にいます。この予測することのできない未来
を切り拓いていくために私たちには、世代や性別、国籍、障がい、そして異なる意見や価値観といった個々の「違い」を
認め合い、その「違い」を生かし力に変えていく多様性あふれるまちづくりが求められています。
　そうした中、私たちは自分たちの暮らす社会（コミュニティ）と向き合い、多様な人びとと考え話し合い、行動していく
力「学びと自治」をあらためて見つめなおすことが必要なのではないでしょうか。
　この集いは、「学びと自治」を共通テーマに、地域住民や学生、市民団体、企業など様々な立場の住民と職員が一堂に
会し、まちづくりの取組みや課題を持ち寄り、話し合い、ヒト・モノ・コトの「つながり」やそれぞれの活動を発展させてい
く「気づき」を生み出すことを目的に開催します。

9:00 9:30～9:45 9:50～11:50 11:50～13:00 13:00～16:30

受付 開会式 基調講演 昼食 分科会

趣　旨

２月15日（火）までに、必要事項（氏名／住所／電話番号／参加を希望する分科会を第２希望まで／保育の有無／手
話要約筆記）をインターネット申込専用フォーム（ながの電子サービス）または、最寄りの地区公民館・集会事務局
（中央公民館）へお申し込みください。

申込方法

・ 松本市営中央駐車場（Ｍウイング北棟）は有料です。公共交通機関等でのご参加にご協力ください。
・ 手話通訳・要約筆記通訳が必要な方は事前にご相談ください。
・ 託児保育室（無料）を設けます。希望者は参加申込の際に合わせてお申し込みください。

申込方法

〒390-0811 松本市中央1丁目18番1号　松本市中央公民館（Ｍウイング）
電話:0263-32-1132 ／ FAX:0263-37-1153 ／ E-mail : gakushu@city.matsumoto. lg.jp

集会事務局

日　程

イベント公式HP・申込は
コチラから

６つの分科会を予定しています。詳しくは内面をご覧ください。

講師・コーディネーター
松本大学総合経営学部
松田 武雄 教授

YouTubeでライブ配信します！
パネリスト

設楽 秀子 氏
寿台ハッピー食堂
コーディネーター

パネリスト

鈴木 幹夫 氏
なかやま体験フェスタ
中山公民館長

パネリスト

中信多文化共生ネットワーク
地域のなかの多文化共生
NPO法人

※分科会の6つの会場から対面で、またはYouTube Liveでご自宅から参加いただけます。



第37回公民館研究集会　令和3年度地域づくり市民活動研究集会

未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い 分科会 一覧

分科会

第１分科会

第2分科会

第3分科会

第4分科会

第5分科会

第6分科会

市民活動サポートセンター

中央公民館（Mウイング）

松南地区公民館（なんなんひろば）

松南地区公民館（なんなんひろば）

大手公民館

中央公民館（Mウイング）

〒390-0874 松本市大手3丁目8番13号2階
松本市役所駐車場をご利用ください。（無料になります。）

〒390-0811 松本市中央1丁目18番1号

〒399-0002 松本市芳野4番1号
公民館駐車場をご利用ください。

〒399-0002 松本市芳野4番1号
公民館駐車場をご利用ください。

〒390-0874 松本市大手3丁目8番1号
松本市役所駐車場をご利用ください。（無料になります。）

〒390-0811 松本市中央1丁目18番1号

いっしょに語ろう！
～地域で共に輝く若者と住民たち～

子ども
～子どものために、それぞれができること～

α　×　地縁組織
＝多様な連携で生み出す新しい風

多様な地域学習が未来をつくる。
～自分の地域のコト知っていますか～

「誰もが住みよいまちづくり」ってなんだろう？

多様性のなかの『学びと自治』
～地域の担い手の育ちと違いを認め合う多様性のある地域づくり～

タイトル 内　容 会　場

様々な想いを胸に若者たちは地域で活動し、住民の方々と交流して
います。彼らが一歩踏み出したきっかけやその活動とは？
若者たちの“今”を知りながら、一緒に時間いっぱい語りませんか？

『子どもを真ん中に』 今、この考え方がとても大切になっています。
子どものために地域住民や学校ができることは何でしょうか？ 事例
から学び、参加者同士で語り合いましょう！

個人の想いや『この指とまれ』式の活動が周囲の共感を集め、実現
した取組みが数多くあります。そんな事例を参考に、住民一人ひと
りの”やりたい”をカタチにできる、これからの新たな地域づくりにつ
いて考えます。

きっかけは地域を知ること。出会い、つながり、わたしたちの未来が
見えてくる！？
松本工業高校と第三地区による歴史冊子アニメーション化などの事
例から、地域学習の可能性を話し合いましょう。

「誰もが住みよいまちづくり」とは具体的にどんなことでしょう？
この分科会では認知症カフェなどの事例をもとに、高齢者やその介
護に悩む家族に地域で何ができるか一緒に考えます。

午前中の全体会を受け、「地域で暮らす様々な人びとが活躍で
きる多様性のある地域づくりとは？」を「学びと自治」の視点から
考えます。


